
新
潟
か
ら
空
路
二
時
間
。
ア
ム

ー
ル
川
（
黒
龍
江
）
を
の
ぞ
む
街

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
南
へ
向
か

え
ば
、
そ
こ
は
樹
齢
三
百
年
を
越

す
ケ
ド
ゥ
ル
の
樹
の
そ
び
え
る

｢

ウ
ス
リ
ー
タ
イ
ガ｣

の
世
界
♪ 

こ
の
地
方
は
夏
～
冬
の
気
温
差

が
な
ん
と
七
〇
度
！ 

一
万
年
前

ま
で
続
い
た
氷
河
期
に
南
北
か
ら

様
々
な
生
き
物
が
移
り
住
み
、
世

界
で
こ
こ
だ
け
に
し
か
見
ら
れ
な

い
生
態
系
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ウ

ス
リ
ー
タ
イ
ガ
と
よ
ば
れ
る
森
を

動
物
達
が
住
み
か
と
し
、
体
重
三

百
キ
ロ
の
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
が
そ
の

王
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
森
と
生
き
、
守
っ
て
き
た

の
が｢

タ
イ
ガ
の
民｣

と
よ
ば
れ
る

ウ
デ
ヘ
や
ナ
ナ
イ
の
人
々
。
ビ
キ

ン
川
に
生
ま
れ
、
長
年
タ
イ
ガ
で

狩
り
を
し
て
き
た
カ
ン
チ
ュ
ガ
さ

ん
は
言
い
ま
す
「
森
を
守
り
た
い

の
は
、
わ
し
ら
も
森
に
生
か
さ
れ

て
る
か
ら
」
カ
ン
チ
ュ
ガ
さ
ん
た

ち
に
と
っ
て
虎
は
神
聖
な
存
在
。

そ
し
て
自
分
が
森
の
民
で
あ
る
こ

と
が
誇
り
や
笑
顔
の
源
で
す
。 

 

九
月
に
出
発
す
る
こ
の
ツ
ア
ー

は
、
み
な
さ
ん
が
そ
の
ウ
ス
リ
ー

タ
イ
ガ
の
神
秘
や
タ
イ
ガ
の
民
の

心
意
気
に
ふ
れ
る
八
日
間
の
旅
。

こ
の
地
域
の
森
を
残
す
た
め
地
元

の
人
達
と
活
動
し
て
い
る
Ｆ
ｏ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
冒
険
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。｢

タ
イ
ガ
の
中
っ
て
ど
ん

な
香
り
？｣｢

ウ
デ
ヘ
や
ナ
ナ
イ
の

人
達
の
宝
物
は
？｣｢ 

こ
の
森
は

地
球
の
上
で
ど
ん
な
役
目
を
果
た

し
て
る
の
？｣

な
ど
な
ど
、
ご
案
内

役
を
務
め
る
ス
タ
ッ
フ
の
手
作
り

す
る
資
料
を
手
に
迫
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
の
日
本
と
違
う

不
便
さ
も
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越

え
、
胸
の
躍
る
八
日
間
に
！ 

お
問

い
合
わ
せ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
Ｆ
ｏ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

野
口
）

 
2009年9月18日（金）～9月25日（金）

旅程：背面の「旅程・内容」をご覧下さい

代金：¥275,000（詳しくは背面をご覧下さい）

定員：最大 14 名（最少催行人員 8 名） 

お申込み：8 月 20 日まで（第 1 次締切）

主催旅行社          実施協力  

 
      

現地協力：クラスニヤール村民のみなさん 森で生きるアムールトラ  

バ
グ
デ
ィ
フ
ィ
！ 
（
ウ
デ
ヘ
語
の
、
こ
ん
に
ち
は
） 

          

と
う
ち
ゃ
ん
（
猟
師
）
に
訊
い
て
ね

わ
た
し
た
ち
の
村
の
こ
と
、 

お
っ
き
な
虎
の
い
る
森
の
こ
と
、

初秋のロシア沿海地方『タイガの森の民と出会う８日間』 
【ツアー】日本の真北、森と一緒に生きてきた人たちのハートを感じる旅。トラの住む森の不思議にふれる秋の 8日間 

ウスリータイガの森を歩く

クラスニヤール村の猟師さんの家族



 
 
 
9/18 午後 新潟空港を出発。夕刻 ハバロフスクへ到着 
9/19 アムール川（黒龍江）展望台ほか。夕刻 ビキン川のク
ラスニヤール村へ到着。村でのホームステイ 
9/20 タイガの森へのエクスカーションへ出発（2泊 3日） 
9/21 タイガの森を歩いて野生のトラの痕跡などを観察 
9/22 エクスカーションを終えて村へ戻ります 
9/23 村でウデヘの踊りや土地の料理を味わいましょう 
9/24 村を出発し、夕刻ハバロフスクに到着 
9/25 ハバロフスクから帰国します。午後 新潟空港へ到着 
 

 
村長のアレクセイさんよりみなさんへ 
 
〝タイガの森と  花咲くクラスニヤー
ル村へぜひお越しください〟  
 
村長と奥さん（村の自宅の菜園で） 
 

 
旅行代金旅行代金（¥275,000）の他に生じる費用は 
 
別途これらの費用が、旅行社（ワイルド・ナビゲーション）へ事前の
お支払いとなります  
・燃料付加料  ¥2,800（4/01現在・予定） 
・ロシア空港税 ¥3,500（予定） 
・査証（ビザ） ¥25,000（予定／実費、取得手数料・特殊書類作成費込） 
 
 
 

 
 

主催旅行社  

株式会社 ワイルド・ナビゲーション  
 

観光庁長官登録旅行業 1753号 
〒150-0021東京都渋谷区恵比寿西 2-7-10 ミトモビル 9F 
Tel 03-5784-3980  Fax 03-5784-3981 
ウェブサイト www.wild-navi.co.jp 
Eメール  travel@wild-navi.co.jp 
 
 
 
 
FoE Japanは日本のNGO/NPOとして 2000年から現地ビキ
ン川の人々とともにタイガ保全活動に取り組んでいます。ツ
ーリズムは、ビキン川のウデヘ・ナナイの人々にとって自然
と共存しながら収入を得る手段のひとつとなりつつあります 
 
FoE（Friends of the Earth）は米国の自然保護活動家デイヴ
ィッド・ブラウアーが 1969年に創始した環境保護組織。1980
年に FoE Japanが発足し、サポーターの方々とともに森林保
全・砂漠緑化などの環境保護活動に取り組んでいます 
 

 
国際環境 NGO FoE Japan （NPO法人） 
 
〒171-0014 東京都豊島区 池袋 3-30-8 みらい館大明 1F 
Tel 03-6907-7217  Fax 03-6907-7219 
ウェブサイト www.foejapan.org 
Eメール（タイガツアー担当 野口）taiga@foejapan.org 

ツアー担当スタッフより  みなさんへ  
〝タイガの自然もウデヘ・ナナイの人々の生き方も
じつに魅力的。それに、ここは食べ物や料理もなか
なか美味しいですよ。ロシアが初めての方も楽しみ、
学んでいただけるよう頑張ります〟   
（FoE Japan 森林生態系チームスタッフ／北海道立
北方民族博物館  研究協力員 野口  栄一郎）  

 
 
 
 
Q. ロシア語・外国語が話せなくても参加できる? 
Q. 何を着ていけばいい? 日本との時差は何時間? 
Q. ウデヘやナナイの人々にはどんな歴史や伝統があるの? 
Q. 8日間、どんな所へ泊ってどんな食事をするの? 
Q. エクスカーションで森を歩くとき、野生のトラや生きもの
たちを実際に見たり観察したりできるの? 
Q. 参加に必要なものは? 
Q. 参加者の世代や男女比に特徴はある? 
Q. 出発前の準備説明会や、ほかの参加者の人と懇親したりで
きる機会はあるかしら? 
Q. スーツケースとバックパック、どっちで行くのが便利? 
Q. 出発前のオススメ本はある? → FoE Japanへ 
Q. タイガの森はどうすれば守れるの? → FoE Japanへ 
Q. FoE Japanはどんな活動しているの? → FoE Japanへ 

 
….などなど ご質問お寄せ下さい WILD NAVI／FoE Japan 

～  Good Information for Good People ～
 
タイガってどんなところ？ 
現地で撮った写真を見ながらお話しします 
 
FoE Japanトーク＆スライドショー 

タイガの森と人 全 3 回 
 
会場 :  丸の内さえずり館 （東京・有楽町） 
各回 19：00 ～ 2 0：30  参加費 無料 
 
第 1 回（6/07）タイガの森にはトラがいる 
第 2 回（7/16）タイガの森の住人は? 
第 3 回（8/07）タイガの森と日本の意外なかかわり 
 

   
 
（現地で活動してきた FoE Japanスタッフが写真や活動
のエピソードを交えてお話しします） 
 
参加をご希望の方は FoE Japan まで 
お電話（03-6907-7217）もしくは 
Eメール（taiga@foejapan.org）でお名前・ご連絡先
（Eメールアドレス）をお知らせ下さい 
 
主催 FoE Japan  協力 地球・人間環境フォーラム
 

このツアーとFoE Japan の森林保全活動 

こんなご質問もどうぞ （たとえば…） 

旅程 ・ 内容 （予定） 

ツアー資料や参加申込書のご請求はこちらへ 


